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総合司会

2018年11月17日［土］  13：30～16：00
「日本企業のグローバル経営」  ジョージ・オルコット ［（株）デンソー／日立化成（株）／第一生命保険（株）　社外取締役］
「日立における鉄道ビジネスのグローバル化」  光冨 眞哉 ［（株）日立製作所　執行役常務］
「グループ経営におけるグローバル人事の役割」  安部 和志 ［ソニー（株）　執行役常務］

基調講演  │ 13：30～15：00

青木 克生 ［明治大学 経営学部准教授］

テーマ「日本企業と日本社会：真のグローバル化に向けた課題」
パネルディスカッション・質疑応答  │ 15：00～16：00
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第1部

第2部

事前申込

不要

受講料

無料



会      場

お問い合わせ
明治大学社会科学研究所

sha_ken@mics.meiji.ac.jpメールアドレス

　近年におけるグローバル化の進展は、日本企業に対して多くの課題を投げかけるとともに、これまで多くの企業が依存してき

た制度や仕組みを根本から見直していく時期に来ていると思われる。電機や自動車といったこれまで日本を牽引してきた主要企

業の多くは、今や売上の半分以上を海外子会社に依存しており、海外子会社の貢献なくして今後の成長が見込めない事態となっ

ている。このような状況において、特に「日本的経営の三種の神器」として知られる長期雇用を前提とした人事制度、日本で築

き上げてきた企業独自の強み（コア・コンピタンス）を海外へと展開していく本社主導の本社 -子会社関係、などについては大き

な変革が必要とされていると思われる。海外子会社が現地顧客ニーズや環境変化へと迅速に対応すべく、これらの仕組みをより

一層グローバル化し、海外子会社の自律的な意思決定を促進していくことが不可欠な重要を持ちうるといえる。その一方で、海

外コンペティターとの間で差別化を促進していくためには、これまで築き上げてきた日本企業独自の強みの標準化、海外子会社

への展開といったことも推進して行く必要があるといえる。

　本シンポジウムでは、日本のトップ企業で活躍している実務家の方々をお迎えし、人事制度や本社 -子会社関係などに焦点を

当て、「真のグローバル化に立ち向かう日本企業」の実像と課題を浮き彫りにしていくことを狙っている。
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